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チャットを
使って参加！



参加型勉強会は
『支出削減』を
行動に移すため



支出改善は
×方法は知っている
〇やることに意味



知識0から誰でもできる
完全ロードマップ

月100円からNISAをはじめる

生活防衛資金を6か月分ためる

20年後の出口戦略をたてる

副業で月3万円収入UP

経済的に自立する

夢



参加型勉強会を月2回開催します

月2回の参加型勉強会
※今までのセミナー勉強会とは別に開催

目的 ・資産形成の勉強、節約や家計簿を習慣にして頂くため
・STEP②の支出改善の考え方を学んで頂くため

内容 ・5年で資産3000万円を貯めたSTEP②の方法
・夫婦（個人）で支出を削減するための進め方
・家族に理解してもらいながら着実に削減する方法
・ふるさと納税、家計簿、節約、固定費削減など



【前提条件】

STEP❷に
100点の正解は
ありません



【前提条件】

行動することでしか
正解を見つけること
は絶対にできません



【前提条件】

目的さえ
間違えなければ

方法はなんでもいい
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Q 質問です



Q 
理想の貯蓄方法
はどちらですか？



A

手取り○○％
例）10%

B

毎月○○円
例）月3万円

Q 理想の貯蓄方法は？



【回答】どちらも一長一短

メリットデメリットを
理解して無理のない
方法を試してください



貯金額を決める方法

手取り○○％ 毎月○○円

メリット

・手取り金額の多い少ないによらず
ムリのない貯蓄額にできる

・収入がふえたら増えた分だけ貯蓄額
をあげられる

・とにかくわかりやすい
・自動で先取り貯蓄しやすい

デメリット
・割合で考えるのでわかりづらい

・厳密に○○％を決めるのが難しい

・収入に対して金額があっているか
よくわからなくなる

・収入がふえても貯蓄がふえない



Q 
毎月の貯蓄額
理想はいくら？



よく言われる方法
❶手取り金額で決める方法
❷およそ○○で決める方法
❸名著を参考に決める方法



❶
手取り金額で
決める方法



❶手取り金額で決める方法

単身世帯の貯金割合 2人以上世帯の貯金割合

出典： マネ活 金融広報中央委員会「令和2年（2020年）家計の金融行動に関する世論調査」



❶手取り金額で決める方法

2人以上世帯の貯金割合

出典： マネ活 金融広報中央委員会「令和2年（2020年）家計の金融行動に関する世論調査」

例）40代で手取り年収500万円の場合

500万円×11% ＝５５万円（年間）

毎月にすると、約4万6000円

あくまで平均だが参考にはなる
※手取り年収は

去年の源泉徴収票を参考に



❷
およそ○○で
決める方法



❷およそ○○で決める方法

出典： LEE 貯蓄総額は？毎月いくら貯金してる？気になる隣の貯金事情！



❸
名著を

参考に決める方法



❸名著を参考に決める方法

出典：バビロンの大富豪



貯蓄方法は千差万別
自分が続けられる

方法をみつけてください



Q
じゃあふくちゃんは
どう考えてる？



【回答】
○○円と決めて
貯蓄をしない方が成功した
大切なのは、支出額を
コントロールすること



理想の貯蓄を実現する前提の考え方

支出収入 貯蓄ー ＝

Q そもそもなぜ○○円や○○％貯蓄という風に決める必要があるのか？
⇒人間は欲望に勝てない。企業の販売戦略が上手すぎてお金を使ってしまう

貯蓄をして残ったお金で生活
（理にかなっている方法）

支出収入 貯蓄ー ＝

Q 欲望をコントロールできるのが正しい姿。であれば、どの形が理想なのか？
⇒支出を徹底的にコントロールしたり、見える化したり、支出のゴールを定めた方がよい

収入はコントロールできないので
支出をコントロールするしかない。

毎月の支出を月25万円以内（年間300万円以内）に生活をすることを目標
それ以外はすべて貯蓄の考え方をやりぬいた



理想の貯蓄を実現する前提の考え方

年間支出300万円以内を達成できるとどうなるのか？
例）世帯の手取り年収500万円の場合、500万円-300万円＝200万円貯蓄できる



貯蓄ができた後は
NISAの積立額を決める
考え方をそのまま適用



積立金額の基本的な考え方

基本的には、

生活防衛資金（生活費の6か月分）＋直近5年以内
に使うお金を確保した上で、それ以外の金額は投資に回す

直近5年以内に
すぐ使うお金
（近い将来使う）

生活防衛資金
（生活費の6か月分）

すぐ使うお金は暴落を考慮し、手元に置いておく
例）
・教育費に300万円かかる
・車を3年後に乗り換える
・家の修繕や家電製品を買い替える

ケガや病気等のいざというときの当面の生活費のお金
また、暴落時に短期で売らないようにするためのお金

例）毎月の生活費が約30万円であれば、約180万円



STEP1→STEP2で投資金額を少しずつ上げる

直近5年以内に
すぐ使うお金

300万円

生活防衛資金

180万円

生活防衛資金が貯まるまでは、ムリして大きな積立金額にしない

貯金
50万円

例）貯金50万円、支出毎月３０万円、直近５年以内に自動車300万円を購入予定
生活防衛資金 30万円×６か月＝180万円

毎月100円投資

貯金
100万円

毎月5000円投資 毎月3万円投資

生活防衛資金がたまっていくまでは、

投資金額より、預貯金を優先



【前提条件】

STEP❷に
100点の正解は
ありません



【前提条件】

行動することでしか
正解を見つけること
は絶対にできません



【前提条件】

目的さえ
間違えなければ

方法はなんでもいい



最後に、知識定着のためアウトプットを提出してください

毎回出席（提出の有無）を確認しています



2024年5月のスケジュール

アウトプットシートの期限
1週間後の5月13日（月）まで

（この日を過ぎたら過去動画アウトプットの方にお願いします）

【5月の勉強会の予定】
21時～22時30分（最大）

・5月15日（水）
・5月20日（月）：STEP②
・5月28日（火）



本日の説明の中で
わからなかった点はありますか？

質問などご自由にお願いします。

※直接聞けなかった方は、
アウトプットシートにご記入ください。

ご質問タイム
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